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大阪ガスの藤田でございます。

本日は、お忙しいところ、当社の2020年3月期第3四半期決算電話会議説明会に
ご参加いただきありがとうございます。

また、平素は、当社事業につきご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

それでは、ただ今より、2020年3月期第3四半期決算について、当社ホームページで
開示しております、プレゼンテーション資料に沿って、説明させていただきます。

4ページをご覧ください。
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4ページには決算のポイントを簡単にまとめております。

当期の連結経常利益は、ガス事業におけるスライド影響やガス事業費用の減少等に
より、前年から339億円増益の593億円となりました。
親会社株主に帰属する四半期純利益は、海外上流事業における減損損失の計上が
ありましたが、前年度に計上したのれんの一括償却の反動等により、前年から296億
円増益の348億円となりました。

連結経常利益の通期見通しは、電力事業における秋・冬の高気温影響等による減益
がありますが、ガス事業費用の減少、株式売却による営業外損益の増益等により、前
回見通しからの変更はありません。
親会社株主に帰属する当期純利益は、海外上流事業における減損損失の計上によ
り、前回見通しから40億円減益の510億円となる見通しです。



5ページに、2020年3月期第3四半期の連結経常利益について、前年との比較をまと
めています。

当期の連結経常利益は、スライド影響を除きましても、ガス事業費用の減少が、海外
エネルギー事業の減益を上回ったこと等により、前年から99億円増益となりました。

国内エネルギー・ガス事業では、スライド影響による増益が239億円となり、スライド
影響以外では、ガス事業費用の減少が、競合影響を上回ったこと等により、前年から
112億円の増益となりました。
海外エネルギー事業では、フリーポートLNGプロジェクト関連費用の影響による減益
等により、前年から42億円の減益となりました。
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6ページは、連結経常利益通期見通しの前回見通しとの比較になります。

先ほどご説明した通り連結経常利益は前回見通しから変更ありませんが、国内エネル
ギー・ガス、電力のセグメント利益、営業外損益を修正しています。

国内エネルギー・ガスセグメント利益は、ガス事業における労務費、諸経費の減少に
より、前回見通しから20億円の増益となる見通しです。
国内エネルギー・電力セグメント利益は、秋から足元にかけての高気温影響により販
売単価が低下すること等により、前回見通しから30億円の減益となる見通しです。
営業外損益は、株式売却による投資有価証券売却益の増加等により、前回見通しか
ら10億円の増益となる見通しです。
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修正見通しと前年との比較を、7ページにまとめていますので、またご覧ください。
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8ページは成長投資になります。

2020年3月期第3四半期は、北米上流事業会社であるサビン社の全株式取得等、海
外エネルギー事業を中心に1,366億円の成長投資を実行し、通期計画1,800億円に対
する進捗は約76％となりました。

また、既存のプロジェクトにおいて、フリーポートLNGプロジェクト、フェアビュー天然ガ
ス火力発電所の商業運転が開始しています。

2019年12月末時点で財務健全性指標である自己資本比率は46.7％、D/E比率は
0.79となりましたが、一部について資本性が認められるハイブリッド社債を考慮すると、
自己資本比率が49.0％、D/E比率が0.70となり、中期経営計画で掲げた自己資本比
率50％程度、D/E比率0.7程度を維持しています。

今後も財務健全性とのバランスを確保しながら、企業成長に向けた投資を進めていき
ます。
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9、10ページに、2020年3月期 第3四半期の主なトピックスをまとめています。
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12ページに実績数値をまとめています。
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13ページはセグメント別になります。
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14ページでは、資産、負債等について整理しています。

フリーキャッシュフローは、運転資本の減少等により、前年から1,022億円増加の、
549億円となりました。
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15ページから19ページは、見通し関連をまとめています。
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20ページは、販売実績をまとめています。
2020年3月期第3四半期の連結ガス販売量は、主に個別における業務用等の減少に
より、前年から6.8%減少の52億2千万m3となりました。
個別家庭用は、春先、夏場の気水温が低く推移し、給湯・暖房需要が増加しましたが
、他社へのスイッチング影響等が上回り、前年から2.5％減少の10億7千7百万m3とな
りました。
業務用等は、他社へのスイッチング影響、お客さま先の設備稼働減等により、前年か
ら8.0%減少の41億1千4百万m3となりました。

電力販売量は、小売、卸等の販売量が共に増加したことにより、前年から10.6％増加
の94億5百万kWhとなりました。
低圧電気供給件数は、2019年12月末時点で124万1千件となり、1月29日時点では、
125万件超となりました。

お客さまアカウント数は、ガス事業での離脱影響はありましたが、びわこブルーエナジ
ーの事業開始、電力小売契約の獲得等により、2019年3月末から28万件増の902万
件となり、計画として掲げた900万件に達しました。
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21ページは、2020年3月期の販売見通しになります。

2020年3月期の国内電力販売量は、卸等の販売量が増加することにより、前回見通し
から10億2千4百万kWh、前年度から15億1千9百万kWh増加の、131億7千2百万kWh
となる見通しです。

その他の見通しについて、前回見通しからの変更はありません。

以上で、私からの説明を終わらせていただきます。
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